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前
稿
『
日
高
川
入
相
桜
』
に
引
き
続
き
、
説
経
節
『
道
中
膝
栗
毛　

赤
坂
並
木
の
段
』の
詞
章
を
検
証
す
る
。と
同
時
に
、説
経
節
に
つ
い
て
、

と
り
わ
け
筆
者
が
関
わ
る
八
王
子
薩
摩
派
の
説
経
節
に
つ
い
て
、
説
経

節
小
論
を
前
稿
（
註
１
）
の
補
筆
と
し
た
い
。

一
．
詞
章
研
究
そ
の
二

　『
道
中
膝
栗
毛
　
赤
坂
並
木
の
段
』
に
つ
い
て

　
『
日
高
川
入
相
桜
』
と
は
異
な
り
、『
道
中
膝
栗
毛
』
は
出
自
が
は
っ

き
り
し
て
い
る
。

　

十
返
舎
一
九
の
滑
稽
本『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』（
全
八
編（
異
説
あ
り
）、

享
和
二
年
―
文
化
六
年
）
を
原
典
と
し
て
、
新
内
の
富
士
松
魯
中
（
寛

政
九
年
―
文
久
元
年
）
が
作
詞
・
作
曲
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、
安
政

元
年
、
中
村
座
で
『
旅
雀
我あ

い
や
ど好

話
』
上
演
の
時
の
竹
本
の
「
膝
栗
毛　

赤
坂
並
木
」
上
・
中
・
下
の
上
と
中
を
脚
色
し
た
も
の
（
註
２
）
だ
と

い
う
か
ら
、
曖
昧
さ
は
残
る
。
安
政
四
年
に
は
、
稽
古
本
が
出
て
い
る

（
註
３
）
こ
と
か
ら
、
大
い
に
人
気
を
博
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
九
原
作
の
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
に
は
、
喜

多
八
が
茶
屋
で
、
悪
い
狐
が
出
る
と
聞
き
、
追
い
つ
い
た
弥
次
郎
兵
衛

を
狐
と
思
い
込
む
、
着
い
た
宿
屋
を
卵
塔
場
で
は
な
い
か
と
怪
し
む
件

は
あ
る
も
の
の
、
新
内
節
版
、
従
っ
て
義
太
夫
節
版
、
説
経
節
版
、
す

べ
て
「
赤
坂
並
木
の
段
」
の
弥
次
郎
兵
衛
が
狐
に
化
け
て
喜
多
八
を
脅

す
場
面
も
卵
塔
場
で
父
子
に
出
会
い
、
弥
次
郎
兵
衛
が
子
供
を
ぶ
っ
た

報
い
に
そ
の
父
親
に
気
絶
さ
せ
ら
れ
る
件
も
見
当
た
ら
な
い
。

　

江
戸
で
生
ま
れ
育
ち
、
芝
居
を
離
れ
て
座
敷
浄
瑠
璃
と
な
っ
た
新
内

節
は
、「
ウ
レ
イ
」
と
い
う
曲
節
を
用
い
、「
甲
と
呂
の
声
を
複
雑
に
折

り
合
せ
、
節
尻
は
し
っ
か
り
上
げ
下
げ
し
て
押
す
よ
う
に
す
る
か
振
り

切
る
。
そ
し
て
独
特
の
悲
痛
味
の
こ
も
っ
た
し
ぼ
り
出
す
よ
う
な
発
声

法
で
聞
く
者
の
心
を
と
ら
え
る
」（
註
４
）の
を
特
徴
と
す
る
。
魯
中
は
、

　
説
経
節
『
道
中
膝
栗
毛
　
赤
坂
並
木
の
段
』
を
巡
っ
て

　
　
―
詞
章
研
究
そ
の
二
・
説
経
節
小
論
―

安
藤
　
俊
次
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「
在
来
の
作
品
の
演
奏
を
禁
じ
ら
れ
た
の
で
、
高
弟
紫
朝
の
協
力
の
も

と
に
新
作
に
専
念
（
中
略
）
ま
た
語
り
口
も
一
中
節
な
ど
を
摂
取
し
て

上
品
な
も
の
と
し
、
自
流
を
〈
富
士
松
浄
瑠
璃
〉
と
称
し
」、「
新
内
節

中
興
の
祖
と
仰
が
れ
て
い
る
。」（
註
５
）そ
の
新
作
の
一
つ
が
こ
の『
道

中
膝
栗
毛
』
で
あ
っ
て
、
本
来
哀
調
味
溢
れ
る
新
内
節
に
あ
っ
て
、
珍

し
い
チ
ャ
リ
物
で
、「
組
討
」、「
口
寄
せ
」、「
赤
坂
並
木
」
の
三
段
が

名
高
く
、な
か
で
も
「
赤
坂
並
木
」
は
上
演
回
数
で
群
を
抜
い
て
い
る
。

チ
ャ
リ
場
は
入
れ
事
が
可
能
で
、
そ
れ
が
聞
き
所
の
一
つ
と
も
な
る
。

　

義
太
夫
節
に
つ
い
て
は
多
言
を
要
さ
な
い
だ
ろ
う
。「
音
曲
の
司
」

と
し
て
、
浄
瑠
璃
の
中
心
を
占
め
て
い
る
。
語
り
、
三
味
線
の
幅
の
広

さ
は
、他
の
追
随
を
許
さ
な
い
。
大
阪
に
生
ま
れ
育
っ
た
音
曲
だ
け
に
、

大
阪
弁
（
正
し
く
は
、
大
阪
弁
で
は
な
い
、
義
太
夫
弁
と
で
も
言
う
べ

き
か
）
の
抑
揚
、
ア
ク
セ
ン
ト
が
詞
（
台
詞
）
は
勿
論
、
節
に
も
生
き

て
い
る
。
事
実
、
作
品
の
殆
ど
が
大
阪
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
江
戸
人
の
手
に
な
る
も
の
は
、『
神
霊
矢
口
の
渡
』（
福
内
鬼
外

＝
平
賀
源
内
作
）、『
加
賀
見
山
旧
錦
絵
』（
容
楊
黛
ほ
か
作
）、『
碁
太

平
記
白
石
噺
』（
同
上
）
な
ど
、
数
え
る
ほ
ど
で
あ
る
。

　
『
道
中
膝
栗
毛
』
は
、そ
の
数
少
な
い
江
戸
物
で
、後
で
見
る
よ
う
に
、

弥
次
喜
多
の
詞
が
江
戸
弁
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
所
為
か
、
或
い
は
江

戸
根
生
い
の
新
内
節
の
演
目
を
取
り
入
れ
る
の
を
良
し
と
し
な
い
た
め

か
、
文
楽
で
は
殆
ど
上
演
さ
れ
な
い
。
こ
こ
数
年
で
筆
者
が
耳
に
し
た

の
は
、
女
流
義
太
夫
と
長
野
県
飯
田
の
今
田
人
形
座
だ
け
で
あ
る
。
女

流
義
太
夫
は
太
夫
が
現
在
は
上
方
出
身
者
が
極
め
て
少
な
く
、
江
戸
弁

の
詞
も
苦
に
せ
ず
語
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
尤
も
、
三
味
線
方
か

ら
は
、
江
戸
弁
の
演
目
は
演
奏
し
難
い
と
も
聞
い
た
。
飯
田
の
今
田
人

形
座
は
淡
路
型
の
人
形
と
共
に
、
女
流
義
太
夫
は
大
概
素
浄
瑠
璃
と
し

て
、
ま
た
新
内
節
も
素
浄
瑠
璃
と
し
て
、
あ
る
い
は
八
王
子
車
人
形
と

共
に
演
じ
ら
れ
る
。

　

詞
章
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
元
が
竹
本
（
歌
舞
伎
の
義
太
夫
節
）
で

あ
っ
て
み
れ
ば
、
義
太
夫
節
の
詞
章
が
新
内
節
に
先
行
す
る
と
も
考
え

ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
後
で
見
る
よ
う
に
現
行
は
新
内
節
の
詞
章
と
酷
似

し
て
い
る
。
新
内
節
が
竹
本
を
脚
色
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
義
太
夫
節

が
竹
本
を
元
に
し
て
い
る
な
ら
、
詞
章
は
自
ず
と
異
な
っ
て
い
る
は
ず

で
、
従
っ
て
新
内
節
が
先
行
し
、
義
太
夫
節
は
そ
こ
か
ら
詞
章
を
借
り

た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

現
在
の
説
経
節
は
、
寛
政
年
間
（
一
七
八
九
―
一
八
〇
一
）
も
し
く

は
享
和
・
文
化
年
間
（
一
八
〇
一
―
一
八
〇
四
）
に
初
代
薩
摩
若
太
夫

に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
も
の
で
、
便
宜
上
後
期
説
経
節
と
言
わ
れ
て
い

る
（
註
６
）。
後
期
説
経
節
は
最
盛
期
に
も
五
説
経
を
、
詞
章
の
改
作

は
あ
っ
て
も
演
目
の
中
心
に
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
滑
稽
本
を
取
り

入
れ
る
こ
と
は
考
え
難
い
。
そ
の
後
も
、
急
速
に
衰
退
し
た
こ
と
か
ら

見
れ
ば
、そ
れ
だ
け
の
活
力
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
も
し
、魯
中
の
『
道
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中
膝
栗
毛
』
が
も
っ
と
早
く
に
作
ら
れ
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
説
経
節
が
そ

れ
を
取
り
入
れ
て
い
た
ら
、
そ
れ
ほ
ど
急
速
に
衰
退
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
説
経
節
の
詞
章
は
当
然
新
内
節
と
酷
似
し
て

い
る
。
た
だ
、
義
太
夫
節
、
新
内
節
は
本
調
子
を
基
本
と
し
て
い
る
の

に
対
し
て
、
説
経
節
は
二
上
り
で
あ
る
。『
道
中
膝
栗
毛
』
を
取
り
入

れ
た
頃
が
い
つ
か
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
既
に
江
戸
を
離

れ
、
地
方
に
移
っ
た
後
と
推
定
で
き
る
。
そ
れ
は
詞
章
を
検
討
す
る
こ

と
で
、
少
し
は
明
ら
か
に
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
二
上
り
の
調
子
と
地

方
伝
播
が
、
説
経
節
に
特
有
の
色
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
。

説
経
節
『
道
中
膝
栗
毛
　
赤
坂
並
木
の
段
』
の
詞
章

　

新
内
節
、義
太
夫
節
、説
経
節
、詞
章
は
ど
れ
も
よ
く
似
て
い
る
の
で
、

こ
こ
で
は
説
経
節
の
詞
章
を
取
り
上
げ
る
。
底
本
は
、
八
王
子
市
資
料

館
所
蔵
、
三
代
目
薩
摩
都
太
夫
（
八
王
子
、
峰
尾
孝
次
）
自
筆
の
台
本

で
あ
る
。
参
考
に
す
る
新
内
節
の
詞
章
は
『
定
本
新
内
集
』
を
、
義
太

夫
節
の
詞
章
は
現
行
床
本
（
義
太
夫
協
会
）
を
主
と
す
る
。

　

自
筆
台
本
は
、
口
承
の
た
め
か
、
そ
の
常
と
し
て
誤
字
や
聞
き
取
り

間
違
い
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。
誤
字
、
聞
き
取
り
間
違
い
と
思
わ

れ
る
も
の
は
、
新
内
節
、
義
太
夫
節
の
詞
章
を
参
考
に
訂
正
し
た
が
、

八
王
子
説
経
節
特
有
の
も
の
、
ま
た
口
承
特
有
の
も
の
は
、
そ
の
ま
ま

記
し
、括
弧
内
に
訂
正
を
入
れ
、必
要
に
応
じ
て
説
明
を
加
え
た
。［
色
］

［
喜
］
な
ど
は
、
朱
書
き
の
節
名
、
詞
（
台
詞
）
の
主
を
表
す
。
な
お
、

表
紙
に
あ
る
「
二
上
り
浄
瑠
璃
」
と
い
う
言
葉
は
、
明
治
以
降
の
説
経

節
に
時
々
用
い
ら
れ
た
呼
称
で
あ
る
。

　
（
表
紙
）

　

道
中
膝
栗
毛

　

赤
坂
並
木
の
段

　
　
　

二
上
り
浄
瑠
璃

　
　

　
〈
三
味
線
前
弾
き
〉

　
［
色
］
い
で
や
此
の
春
の
景
色
の
う
ら
ヽ
か
に
［
△
］
を
ふ
さ
き

る
さ
（
往
さ
来
る
さ
）
の
ま
れ
人
（
客
人
）
も
［
□
］
袖
ぶ
っ
ぱ
い

で
（
振
り
映
え
て
）
面
白
や

　

三
味
線
の
前
弾
き
（
こ
れ
も
「
色
」
と
言
う
）
は
、
ど
の
演
目
で
も

基
本
は
同
じ
で
、
演
目
の
雰
囲
気
に
よ
っ
て
少
し
変
え
て
弾
く
こ
と
が

あ
る
。
語
り
出
し
「［
色
］
い
で
や･････

う
ら
ヽ
か
に
」
も
、
ど
の

演
目
に
も
共
通
す
る
節
で
、
三
味
線
は
つ
か
な
い
。
以
下
、［
△
］［
□
］

（
ど
ち
ら
も
三
味
線
の
つ
く
節
）
と
続
く
の
も
、
説
経
節
の
常
道
で
あ

　　　　224 225　　　　（3）

Hosei University Repository



る
。
詞
章
で
は
、「
振
り
映
え
て
」（
新
内
節
、
義
太
夫
節
）
が
「
ぶ
っ

ぱ
い
で
」
に
な
る
の
は
、
口
承
に
よ
る
間
違
い
か
。
い
段
と
え
段
の
混

同
（「
映
え・

て
」
と
「
ぱ
い・

で
」）
は
、
八
王
子
そ
の
他
、
地
方
に
よ
く

見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。

　

こ
の
段
で
使
わ
れ
る
朱
を
例
示
し
て
お
く
。

　

一
．
三
味
線
の
つ
か
な
い
も
の

［
喜
］
喜
多
八
の
台
詞
、
［
弥
］
弥
次
郎
兵
衛
の
台
詞
。
以
下
同
様
。

　

二
．
三
味
線
が
つ
か
な
い
節

［
色
］

　

三
．
三
味
線
が
つ
か
ず
、
詞
と
節
の
中
間

［
地
色
］

　

四
．
三
味
線
が
つ
く
節

［
ノ
リ
］、［
下
］、［
大
半
］、［
三
ノ
キ
メ
］、［
上
］、［
中
］、［
ヤ
］、［
サ
ワ
リ
］、

［
○
］、［
シ
ボ
リ
］、［
八
丁
］、［
ヤ
ツ
メ
］、［
上
ツ
メ
］、［
下
ノ
地
］、［
大
切
］な

ど　
［
色
］
是
は
関
の
東

ひ
ん
が
し

に
住
む
喜
多
八
弥
次
郎
兵
と
申
す
も
の
に
て

候
扨
も
此
の
た
び
都
方
を
一
見
せ
ば
や
と
思
ひ
立
て
候　

こ
と
さ
ら

今
日
も
早
日
暮
れ
て
道
を
急
ぎ
候
程
に
宿
を
取
ら
ば
や
と
存
じ
候
東

路
を［
△
］い
つ
し
か
後
に
三
河
路
や［
□
］あ
た
二
川
も
打
過
て［
△
］

歩
む
に
な
れ
ぬ
旅
づ
か
れ
［
□
］
物
岩
穴
の
観
世
音
［
△
］
御
堂
の

影
も
ほ
の
暗
き
［
□
］
御
油
の
宿し

ゅ
くを

も
出
放
れ
て
［
三
ノ
キ
メ
］
並

木
原
に
ぞ
着
き
に
け
り
［
色
］
喜
多
八
か
た
へ
に
荷
を
下
し
［
喜
］

ア
ヽ
ヽ
ヽ
ヤ
レ
〳
〵
く
た
び
れ
た
〳
〵
あ
の
弥
次
さ
ん
は
何
し
て
ぞ

と
［
色
］
後
先
見
廻
し
［
喜
］
ア
ヽ
ヽ
ヽ
早
く
く
れ
ば
よ
い
に
な
あ

　
「［
色
］
是
は･････

存
じ
候
」
は
、
新
内
節
で
は
「
狂
言
詞
」
の
指

定
が
あ
る
が
、
説
経
節
で
は
あ
ま
り
狂
言
ら
し
く
は
語
ら
な
い
。
概
し

て
、
説
経
節
の
場
合
運
び
が
早
く
、
淡
泊
で
あ
る
。「
東
路
を
」
以
下
、

［
△
］
か
ら
［
三
ノ
キ
メ
］
ま
で
三
味
線
つ
き
の
節
で
あ
る
。

　
「
あ
た
二
川
」
は
、「
あ
た
ふ
た
」
と
「
二
川
（
地
名
）」
の
、「
物
岩

穴
」
は
、「
言
わ
」
と
「
岩
穴
（
地
名
）」
の
掛
詞
、
新
内
節
か
ら
義
太

夫
節
、
説
経
節
と
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
後
、
一
人
先
に
赤
坂
並
木
ま
で
や
っ
て
き
た
喜
多
八
の
台
詞
が

あ
り
、
追
い
つ
い
た
弥
次
郎
兵
衛
は
手
拭
い
を
使
っ
て
狐
に
化
け
、
臆

病
な
喜
多
八
を
脅
す
。

　
［
下
］
さ
し
足
抜
足
あ
と
よ
り
も　

ワ
イ
ト
一
こ
え
（
声
）［
喜
］

ア
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
申
御
め
ん
な
さ
れ
ま
せ
〳
〵
悪
い
狐
と
は
申
し
ま
せ
ん

　

良
い
お
狐
様
で
御
ざ
り
ま
す
［
地
色
］
御
面
（
御
免
）
下
さ
れ
と

云
ふ
こ
え
は［
下
］は
の
ね（
歯
の
根
）も
合
ず
ひ
ざ
が
た
〳
［〵
地
］
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弥
次
郎
兵
に
は
か
に
作
り
ご
え
［
弥
］
ヤ
イ
〳
〵
〳
〵
［
喜
］
ハ
イ

〳
〵
〳
〵
［
弥
］
ヤ
ン
ヤ
ロ
ヤ
イ
ノ
ヤ
イ
［
喜
］
ハ
ン
ハ
ロ
ハ
イ
ノ

ハ
イ

　

狐
の
声
は
、
説
経
節
が
「
ワ
イ
」、
義
太
夫
節
が
「
ク
ワ
イ
」、
新
内

節
が
「
コ
ン
」
と
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。
説
経
節
の
「
ワ
イ
」
は

義
太
夫
節
の
「
ク
ワ
イ
」
か
ら
来
た
も
の
だ
ろ
う
。
説
経
節
の
こ
の
段

が
、義
太
夫
節
を
元
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
の
傍
証
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
［
弥
］
ヤ
ン
ヤ
ロ
ヤ
イ
ノ
ヤ
イ
［
喜
］
ハ
ン
ハ
ロ
ハ
イ
ノ
ハ
イ
は
、

説
経
節
、
新
内
節
、
義
太
夫
節
、
三
者
三
様
で
、
演
者
の
自
由
に
も
な

る
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
後
、
喜
多
八
の
様
々
な
悪
行
を
責
め
、
馬
の
糞
を
食
わ
せ
よ
う

と
す
る
弥
次
郎
兵
衛
、
漸
く
狐
が
弥
次
郎
兵
衛
だ
と
気
付
く
喜
多
八
、

両
人
の
長
い
会
話
が
続
く
。
開
き
直
っ
た
喜
多
八
の
台
詞
が
い
か
に
も

江
戸
風
で
面
白
い
。

　
［
喜
］お
江
戸
は
神
田
八
丁
堀　

九
尺
二
間
の
ぢ
ょ
ふ
か
く（
城
郭
）

か
ま
へ　

十
二
文
で
く
ま
す
水
道
の
水
で　

お
き
ゅ
ヽ
の
き
ゅ
っ
と

見
が
き
上
げ
た
喜
多
八
様
だ　

な
ん
に
も
こ
わ
い
事
も
な
ん
に
も
な

い
ぞ
江
戸
っ
子
だ
べ
ら
ぼ
う
め

　

新
内
、
義
太
夫
も
前
半
は
同
じ
、
後
半
が
そ
れ
ぞ
れ
少
々
違
っ
て
い

る
が
、
ど
ち
ら
も
助
六
の
余
り
に
有
名
な
台
詞
で
あ
る
。

　

吉
原
へ
で
も
行
っ
て
見
や　

あ
っ
ち
で
も
喜
多
ハ
ン　

こ
っ
ち
で

も
喜
多
ハ
ン
と　

吸
い
付
け
タ
バ
コ
の（『
助
六
所
縁
江
戸
桜
』で
は
、

「
煙
管
の
雨
が
」）
降
る
よ
う
な
男
だ
〈
新
内
節
〉

　

江
戸
っ
子
で
え　

べ
ら
ぼ
う
め
誰
だ
と
思
ふ　

エ
マ
つ
が
も
ね
え

〈
義
太
夫
節
〉

　

両
人
は
、
天
秤
棒
に
荷
物
を
差
し
担
い
、
調
子
を
取
っ
て
歩
き
出
す

が
、
向
き
合
っ
て
い
た
り
（「
む
か
い
同
じ
」）、
背
中
合
わ
せ
（「
せ
な

か
同
じ
」）
で
前
に
進
ま
な
い
。
こ
の
向
か
い
合
わ
せ
と
背
中
合
わ
せ

の
遣
り
取
り
は
、
新
内
節
に
も
義
太
夫
節
に
も
な
い
。
恐
ら
く
、
車
人

形
と
演
じ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
説
経
節
の
工
夫
で
あ
ろ
う
。
や
っ
と
歩

き
出
し
た
二
人
は
、
調
子
に
合
わ
せ
歌
を
歌
う
。
新
内
節
、
義
太
夫
節
、

共
に
鈴
鹿
馬
子
唄
「
坂
は
照
る
照
る･････

」
で
あ
る
が
、
説
経
節
は

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
あ
る
。
出
所
は
不
詳
。

　
［
喜
］
ア
ヽヽ
ヽ
行
く
べ
か
い
る
（
帰
る
）
べ
そ
り
や
う
そ
（
そ
う
、

の
間
違
い
か
）
だ
ん
べ
［
弥
］
ヤ
ッ
パ
リ
ヲ
ノ
ジ
ノ
さ
い
そ
く
だ
ん
べ
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卵
塔
場
に
差
し
か
か
っ
た
二
人
は
、
前
方
に
「
何
だ
か
白
い
も
の
」

を
目
に
す
る
。
あ
れ
は
何
か
と
尋
ね
る
喜
多
八
に
弥
次
郎
兵
衛
が
答

え
る
。
そ
の
二
人
の
遣
り
取
り
は
少
々
下
掛
か
る
。「
大
黒
様･････

」

は
新
内
節
、
義
太
夫
節
共
に
見
ら
れ
な
い
。
下
掛
か
り
は
、
江
戸
（
東

京
）
を
離
れ
、
地
方
に
伝
わ
り
、
相
応
の
人
気
を
得
た
説
経
節
の
特
徴

で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
後
の
、
弥
次
郎
兵
衛
と
小
僧
の
親
父
と
の
遣

り
取
り
に
も
現
れ
る
。

　
［
弥
］
ア
レ
カ
イ　

ア
リ
ャ
ナ
ア
ら
い
と
も
の
ち
ん
ち
ょ
う
だ
よ

［
喜
］
な
に
大
黒
様
の
ち
ん
ぼ
っ
こ
だ
て
［
弥
］
そ
う
じ
ゃ
あ
ね
い

よ
ら
い
と
も
の
ち
ん
ち
ょ
う
だ
よ
［
喜
］
な
に
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
ね

い　

ふ
ち
ょ
う
（
符
牒
）
じ
ゃ
あ
わ
か
ら
ね
い　

ひ
ら
（
平
）
で
云
っ

て
く
ん
な
い
［
弥
］
そ
れ
じ
ゃ
ひ
ら
で
云
ふ
が
喜
多
八
び
っ
く
り
す

る
な
い　

そ
れ
じ
ゃ
云
ふ
ぞ
い
ヽ
か
あ
れ
は
な
あ　

と
む
ら
い
（
弔

い
）
の
ち
ょ
う
ち
ん
（
提
灯
）
だ
よ
［
喜
］
ア
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
エ
イ
そ
ん

な
ら
こ
ヽ
は
墓
場
か

　

夕
闇
が
迫
り
、
雨
が
降
り
出
す
と
こ
ろ
へ
、

　

ち
ょ
こ
〳
〵
〳
〵
と
小
坊
ず
が　

な
り
に
も
に
や
わ
ぬ
（
似
合
わ

ぬ
）
ば
っ
ち
ょ
笠　

と
く
り
（
徳
利
）
片
手
に
歩
み
く
る

　

す
わ
化
物
と
、
弥
次
郎
兵
衛
が
天
秤
棒
で
打
つ
場
面
、
新
内
節
、
義

太
夫
節
、
説
経
節
、
三
者
と
も
詞
章
は
大
同
小
異
で
あ
る
。
た
だ
、
新

内
節
の
「
徳
利
さ
げ
た
小
坊
主
」
の
後
、「
江
戸
で
絵
に
見
る
一
つ
目

小
僧
」
が
、
義
太
夫
節
と
説
経
節
で
は
、
何
故
か
抜
け
落
ち
る
。

　

子
供
の
悲
鳴
を
聞
い
て
駆
け
つ
け
る
父
親
が
、
弥
次
郎
兵
衛
の
胸
倉

を
掴
む
と
、喜
多
八
は
逃
げ
出
す
。
こ
こ
で
は
、義
太
夫
節
だ
け
に
「
木

の
根
に
つ
ま
づ
い
て
膝
節
す
り
む
い
て
赤
い
血
を
流
し
て
痛
さ
を
堪
へ

て
こ
す
り
〳
〵
」
が
入
る
。「
木

イの
根
に　

つ

ロ
ま
づ
い
て　

膝イ節　

す

り
むロ

い
て　

赤
イい

血
を　

流
ロし

て　

痛
イさ

を　

堪
ロへ

て　

こ
イす

り
〳
〵

　

にロ

」
と
、
イ
（
高
く
）
ロ
（
低
く
）
を
同
じ
テ
ン
ポ
で
早
口
に
繰
り

返
す
、
チ
ャ
リ
場
独
特
の
語
り
と
な
る
。
説
経
節
は
そ
う
い
う
早
口
の

語
り
は
な
い
た
め
か
、
こ
の
詞
章
そ
の
も
の
を
継
承
し
て
い
な
い
。

　

こ
こ
か
ら
、
傷
養
生
代
の
交
渉
に
な
る
。
地
口
の
連
続
で
、
聴
衆
の

笑
い
を
誘
う
場
面
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
儲
け
場
で
、
新
内
節
、
義
太
夫

節
、
説
経
節
、
す
べ
て
同
じ
詞
章
で
あ
る
。

　
［
弥
］五
合
の
酒
が
こ
ぼ
れ
た
と
は　

五
合
ど
ふ
だ
ん（
言
語
道
断
）

お
気
の
毒
に
存
じ
ま
す　

代
は
わ
し
が
だ
し
ま
す
か
ら　

一
升
（
一

生
）
の
お
ね
が
い　

か
ん
二
升
（
堪
忍
し
よ
う
）
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
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下
さ
り
ま
せ　

き
っ
と
御
礼
に
は
三
升
（
参
上
）
い
た
し
ま
す
か
ら

四
升
（
支
障
）
い
わ
ず
と
五
り
ょ
う
け
ん
（
御
料
簡
）
五
升
（
後
生
）

で
ご
ざ
り
ま
す･････

［
親
］
命
が
わ
り
に
は
安
け
れ
ど
、
十
両
に

ま
け
て
や
る
［
弥
］
エ
イ
と
ん
だ
事
を
お
っ
し
ゃ
り
ま
す　

十
六
文

の
こ
ふ
や
く
（
膏
薬
）
百
貝
つ
け
て
も
一
分
で
あ
ま
る　

ど
ふ
ぞ
二

分
に
ま
け
て
下
さ
り
ま
せ
［
親
］
イ
ヤ
〳
〵
な
ら
ぬ
［
弥
］
二
分
が

な
ら
ざ
あ
三
分
サ
ア
［
親
］
イ
ヤ
［
弥
］
そ
ん
な
ら
四
分　
［
親
］

エ
イ
し
ぶ
（
四
分
）
と
い
や
つ
じ
ゃ
な
ら
ぬ
〳
〵
［
弥
］
そ
れ
じ
ゃ

お
前
さ
ん
で
き
ね
い
そ
う
だ
ん
だ
ね　

ゆ
い
ね
（
言
い
値
）
じ
ゃ
高

い
ち
と
ま
け
ね
へ
な
い［
親
］ム
ヽ
そ
ん
な
ら
一
両
ま
け
て
九
両（
く

り
ょ
う
）
か

　

引
き
続
き
、
五
両
に
負
け
て
も
ら
っ
た
弥
次
郎
兵
衛
が
奇
妙
な
勘
定

を
す
る
。

　
［
弥
］
私
し
が
の
ど
の
い
た
い
く
る
し
み
が
〆
て
四
九
八
九
（
四

苦
八
苦
）　

四
九
卅
六
文
と　

八
九
七
両
二
分
と　

五
両
の
金
を
差

し
引
い
て　

三
両
と
六
文
御
前
の
方
か
ら
を
つ
り
を
下
さ
り
ま
せ

　

両
（
金
本
位
）
と
匁
（
銀
本
位
）、
そ
れ
に
文
（
銭
）
の
換
算
の
仕

方
は
複
雑
で
あ
る
し
、
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
銀
一
匁
＝
六
十
分

の
一
両
＝
十
五
分
の
一
貫
文
と
す
る
と
、
計
算
が
合
わ
な
い
。
新
内

節
で
は
、「
四
九
三
百
匁
を
五
両
と
し
て　

あ
と
が
八
九
七
十
二
匁
と

す
れ
ば
お
前
の
方
か
ら
少
々
お
つ
り
が
参
り
ま
す
」、
義
太
夫
節
で
は
、

「
四
九
三
十
六
匁
と
、
八
九
七
両
二
分
と
、
五
両
の
金
を
差
し
引
い
て
、

三
両
と
六
匁
、
お
父
さ
ん
、
お
前
の
方
か
ら
お
釣
り
を
お
く
ん
な
せ
え

ナ
」
で
、
計
算
は
正
確
で
あ
る
。
説
経
節
は
、
義
太
夫
節
の
詞
章
を
取

り
入
れ
た
の
だ
ろ
う
が
、
匁
と
文
を
取
り
違
え
て
い
る
。

　

新
内
節
の
こ
の
段
の
完
成
が
一
八
五
〇
年
代
中
頃
と
す
れ
ば
、
義
太

夫
節
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
が
そ
れ
以
降
で
、
説
経
節
は
さ
ら
に
遅
れ

て
明
治
以
降
か
な
り
年
経
て
、
匁
、
文
の
区
別
が
つ
か
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
頃
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
口
承
の
過
程
で
の
単
な
る
誤
り
か
。

　

料
簡
で
き
な
く
な
っ
た
親
父
に
弥
次
郎
兵
衛
は
、
金
は
胴
巻
に
入
れ

て
腹
に
巻
い
て
あ
る
と
言
う
。
以
下
、
弥
次
郎
兵
衛
の
腹
に
手
を
入
れ

て
金
を
探
る
親
父
と
弥
次
郎
兵
衛
の
遣
り
取
り
。
説
経
節
は
ぐ
っ
と
下

掛
か
る
。

　
［
親
］
ウ
ヽ
ヽ
そ
れ
な
ら
こ
れ
か
［
弥
］
ウ
ヽ
ヽ
ヽ
そ
り
ゃ
し
ら

み
ひ
も
（
虱
紐
）
で
ご
ざ
り
ま
す
［
親
］
そ
ん
な
ら
是
か　
［
弥
］

ア
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
く
つ（
す
）ぐ
っ
た
い
〳
［〵
親
］コ
レ
カ　
［
弥
］そ
り
ゃ

申
し
ふ
ん
ど
し
で
ご
ざ
り
ま
す　

其
の
中
に
青
ざ
し
が
一
本
と　

其

の
下
に
金
か
が
二
ツ　

か
わ
の
き
ん
ち
ゃ
く
に
か
た
く
包
ん
で
御
ざ
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り
ま
す

　

新
内
節
に
は
、「
ふ
ん
ど
し
」
以
下
は
な
く
、
義
太
夫
節
に
は
「
青

ざ
し
一
本
」
が
な
い
。
実
演
で
は
、
自
由
の
利
く
と
こ
ろ
で
、
あ
る
い

は
説
経
節
同
様
の
文
句
が
使
わ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
下
ネ
タ
と
い
う
も
の
は
扱
い
が
難
し
い
。
そ
の
点
、
地
方
の
大
衆

の
娯
楽
と
な
っ
た
説
経
節
は
、
良
く
も
悪
く
も
こ
う
し
た
文
句
で
大
笑

い
を
取
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

怒
っ
た
親
父
は
弥
次
郎
兵
衛
の
金
を
締
め
上
げ
、
弥
次
郎
兵
衛
は
気

絶
す
る
。
親
父
は
弥
次
郎
兵
衛
が
死
ん
だ
と
思
い
、身
ぐ
る
み
剥
い
で
、

子
供
を
連
れ
て
そ
の
場
を
去
る
。

　
［
ノ
リ
］墓は

か
し
ょ所

の
方
よ
り
と
つ
か
わ
と［
ノ
リ
］今
日
か
た
び
ら（
経

帷
子
）
に
つ
の
ぼ
う
し
（
角
帽
子
）　

手
早
に
き
せ
て
［
親
］
サ
ア

こ
れ
で
ち
と
は
ら
（
腹
）
が
い
（
癒
）
た　

か
ふ
や
く
（
膏
薬
）
代

の
其
の
か
わ
り
と
［
ノ
リ
］
着
物
と
荷
物
を
引
さ
ら
へ
［
ノ
リ
］
千

松
こ
い
よ
と
手
を
引
い
て
［
三
ノ
キ
メ
］
足
早
に
こ
そ
立
ち
か
へ
る

　

後
に
残
さ
れ
た
弥
次
郎
兵
衛
、
そ
の
場
の
情
景
を
節
を
使
っ
て
描
き

出
す
。
詞
章
は
殆
ど
新
内
節
と
違
わ
な
い
。
た
だ
、
新
内
節
の
「
更
け

ゆ
く
」
が
義
太
夫
節
は
「
更
け
く
る
」、更
に
説
経
節
で
は
「
ふ
き
く
る
」

と
な
る
の
は
、
い
段
と
え
段
の
混
同
か
ら
か
。
義
太
夫
節
は
「
次
第
に

更
け
く
る
夜
嵐
の　

ぞ
っ
と
身
に
し
み
弥
次
郎
兵
衛　

息
吹
き
返
し
起

き
上
り
」
の
み
。

　
［
下
］
次
第
に
ふ
き
く
る
夜
嵐
に
［
□
］
連
れ
て
降
り
く
る
雨
の

音
［
△
］
遠
路
（
寺
）
の
金
（
鐘
）
の
ご
ふ
〳
〵
と
（「
遠と

お
や
ま
で
ら

山
寺
の

鐘
の
音
」
と
も
）［
□
］
い
と
も
の
淋
し
き
並
木
の
影
［
△
］
松
の

し
づ
く
（
滴
）
か
う
る
を
い
（
潤
い
）
の
［
□
］
ぞ
っ
と
身
に
し
み

弥
次
郎
兵
［
大
半
］
息
ふ
き
返
し
起
上
り
［
色
］
あ
た
り
見
廻
し

〳
〵
て

　

弥
次
郎
兵
衛
は
、
事
態
が
飲
み
込
め
ず
御
油
（「
を
い
」
と
あ
る
が

間
違
い
）
の
宿
を
出
て
か
ら
後
の
こ
と
を
順
を
追
っ
て
思
い
出
し
、
経

帷
子
と
「
ご
ま
し
ほ
袋
（
胡
麻
塩
袋
＝
角
帽
子
）」
に
気
付
い
て
、
自

分
は
死
ん
だ
も
の
と
思
い
込
み
、
長
々
と
嘆
き
悲
し
む
。

　
［
弥
］ヤ
ア
ゝ
ゝ
ゝ
そ
ん
な
ら
を
れ
は
死
ん
だ
の
か　
　

ア
ヽ
ヽ
ヽ

か
な
し
や
扨
て
は
き
ん
を
〆
上
ら
れ
そ
れ
で
死
ん
だ
の
か　

ア
ヽ
ヽ
ヽ
そ
ん
な
ら
こ
ヽ
は
め
い
ど
の
道
か　

ア
ヽ
ヽ
ヽ
浅
ま
し
い

心
細
い
身
に
な
っ
た　

こ
ん
な
事
な
ら
か
ヽ
あ
に
も
と
っ
く
り
と
い

と
ま
ご
い
し
て
を
こ
う
も
の　

こ
ん
な
に
早
く
死
ん
だ
と
は
知
ら
な
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ん
だ
〳
〵
〳
〵
わ
い
の
ふ　

め
い
ど
の
道
は
く
ら
い
と
聞
い
た
が　

ほ
ん
に
コ
リ
ャ
ま
っ
く
ら
が
り
だ

　

殊
勝
に
も
、
自
分
の
悪
行
を
悔
い
た
り
も
す
る
。
説
経
節
と
新
内
節

と
で
は
詞
章
が
異
な
る
。
義
太
夫
節
に
は
な
い
。

　
［
弥
］
ど
う
ぞ
極
楽
に
行
き
た
い
も
の
だ
が　

日
頃
の
り
ょ
う
け

ん
が
あ
ま
り
よ
く
な
い
か
ら　

家
賃
が
た
ま
り
ゃ
や
け（
焼
け
）り
ゃ

あ
い
ヽ
と
思
ふ
し　

む
じ
ん
（
無
尽
）
が
を
ち
り
ゃ
あ
つ
ぶ
れ
や
あ

い
ヽ
と
思
し　

そ
ん
な
り
ょ
う
け
ん
だ
か
ら　

十
万
を
く
ど
（
億

土
）
ヽ
や
ら
が
大
て
い
で
は
行
か
れ
ま
い　

ア
ヽ
ヽ
ヽ
心
細
い
ゝ
ゝ

〈
説
経
節
〉

　

ど
う
ぞ
極
楽
の
方
へ
ぶ
ら
〳
〵
行
き
た
い
が
、そ
う
は
行
く
ま
い
、

娑
婆
に
い
る
う
ち
念
仏
一
遍
申
し
た
事
は
な
し
、
親
の
命
日
に
肴
を

食
ら
い
、
嘘
ば
っ
か
し
吐
い
て
借
り
た
物
は
返
し
た
事
も
な
く
、
ど

う
し
て
く
極
楽
へ
は
覚
束
ね
え
、
然
し
極
楽
の
近
所
ま
で
行
き
た
い

も
の
だ
、
ア
ア
心
細
い
、
心
細
い
〈
新
内
節
〉

　

江
戸
に
残
し
て
き
た
女
房
の
こ
と
を
思
い
、
焦
が
れ
、
更
に
は
『
東

海
道
中
膝
栗
毛
』
の
原
作
者
、
一
九
に
ま
で
気
を
遣
う
の
は
、
チ
ャ
リ

物
の
お
ま
け
と
言
う
べ
き
か
。

　

詞
章
は
、
説
経
節
、
新
内
節
、
義
太
夫
節
、
三
者
と
も
大
同
小
異
で

あ
る
。

　
［
色
］
こ
ふ
な
る
事
は
つ
ゆ
知
ら
ず
［
上
］
さ
ぞ
や
あ
と
に
て
女

房
が
［
中
］
今
日
御
ぶ
じ
の
便
り
も
あ
る
か
［
ヤ
］
あ
す
は
つ
か
い

の
人
も
や
と
［
上
］
日
を
か
ぞ
へ
て
［
サ
ワ
リ
］
指
を
折
り
ま
ち
こ

が
れ
た
る
か
い
も
な
や
［
○
］
死
ん
だ
と
云
ふ
事
聞
た
な
ら
［
上
］

さ
ぞ
や
悲
し
か
ろ
ふ
口
を
し
か
ろ
ふ
［
中
］
あ
い
た
か
っ
た
で
あ
ろ

ふ
の
に
［
シ
ボ
リ
］
な
ぜ
に
合
（
会
）
わ
し
て
は
下
さ
ん
せ
ぬ
［
ヤ
］

こ
ん
ぱ
く
あ
の
世
に
か
へ
る
な
ら
［
上
］
ま
一
度
か
ヽ
あ
の
顔
見
た

や　
［
中
］
そ
れ
ま
で
も
な
く
今
こ
ヽ
で
［
上
］
を
れ
が
死
ん
だ
ら

こ
ふ
へ
ん
（
後
編
）
に
［
中
］
さ
ぞ
や
一
九
が
困
る
で
有
ふ
［
ヤ
］

そ
れ
も
か
な
し
い
か
ヽ
あ
も
か
わ
い
し
［
八
丁
］
心
一
ツ
を
二
道
に

め
い
ど
の
や
み
に
ま
よ
ふ
た
と
は
［
入
］
な
ん
の
因
果
ぞ
情
け
な
い

［
ヤ
ツ
メ
］
ど
ふ
ぞ
ま
一
度
生
か
へ
り
［
上
ツ
メ
］
か
ヽ
あ
と
ね
や

の
そ
い
ぶ
し
が
［
弥
］
し
た
い
〳
〵
〳
〵
あ
ヽ
し
た
い
〳
〵
〳
〵
し

た
い
わ
い
の
と
［
サ
ワ
リ
］
身
を
も
だ
い
す
ヽ
り
上
げ
た
る
水
ぱ
な

と
［
ノ
リ
］
涙
と
ゆ
（
よ
）
だ
れ
が
一
時
に
［
ノ
リ
］
を
ち
て
流
れ

る
三
ツ
世
川
（
三
つ
瀬
川
）［
三
ノ
キ
メ
］
末
は
み
な
ぎ
る
ふ
ぜ
い

な
り
［
下
ノ
リ
］
又
も
か
す
か
に
が
ふ
〳
〵
と
［
色
］
遠
山
寺
の
鐘
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の
音　
［
下
ノ
地
］
耳
に
入
り
し
か
弥
次
郎
兵
［
地
色
］
よ
う
〳
〵

に
心
付
き
［
弥
］
ア
ヽ
ヽ
ヽ
ま
よ
ふ
た
〳
〵
〳
　〵

あ
の
鐘
の
ね
は

た
し
か
に
お
て
ら　

極
楽
浄
土
の
道
び
き
（
導
き
）
頼
み　

お
十
念

で
も
さ
づ
か
ら
ふ
［
地
色
］
ヲ
ヽ
そ
ふ
じ
ゃ　

そ
ふ
じ
ゃ
〳
〵
と
立

上
り

　

最
後
は
、
鐘
の
音
を
便
り
に
寺
へ
と
傷
心
の
内
に
歩
い
て
行
き
、
大お

お

切ぎ
り

と
な
る
。
説
経
節
の
、
節
と
し
て
の
［
大
切
］
は
、
ど
の
演
目
の
ど

の
段
で
も
す
べ
て
同
じ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
後
、「
野
寺
の
段
」（
義
太

夫
節
で
は
「
古
寺
の
段
」）
に
続
く
。

　
［
大
切
］
鐘
な
る
ほ
ふ
（
方
）
を
知
る
べ
に
て　

た
ど
り
行
く
こ

そ
は
か
な
け
れ

　

以
上
、『
道
中
膝
栗
毛
』「
赤
坂
並
木
の
段
」
の
詞
章
を
見
て
き
た
が
、

三
代
目
薩
摩
都
太
夫
の
自
筆
正
本
は
、
新
内
節
や
義
太
夫
節
に
な
い
、

口
承
に
よ
る
と
見
ら
れ
る
間
違
い
や
、
チ
ャ
リ
の
強
調
な
ど
か
ら
、
恐

ら
く
は
明
治
以
降
の
、
八
王
子
系
薩
摩
派
説
経
節
の
地
方
大
衆
芸
能
と

し
て
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
総
括
は
、「
二
．
説
経
節
小
論
」
で
行

う
こ
と
に
す
る
。

チ
ャ
リ
に
つ
い
て

　

チ
ャ
リ
の
語
源
に
つ
い
て
は
、
諸
説
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
問
わ
な
い
。

　

語
り
物
音
曲
に
於
い
て
、
滑
稽
を
主
眼
と
し
た
も
の
に
は
、
演
目
そ

の
も
の
が
滑
稽
な
も
の
（
こ
こ
で
は
、「
チ
ャ
リ
物
」
と
し
て
お
く
）
と
、

演
目
の
中
に
挿
入
さ
れ
た
部
分
的
に
滑
稽
な
場
面
（
同
、「
チ
ャ
リ
場
」）

と
が
あ
る
。

　

既
に
触
れ
た
よ
う
に
、新
内
節
で
は
「
チ
ャ
リ
物
」
も
「
チ
ャ
リ
場
」

も
極
め
て
数
少
な
い
。『
道
中
膝
栗
毛
』の
各
段
以
外
、殆
ど
な
い
と
い
っ

て
よ
い
。

　

義
太
夫
節
で
も
、チ
ャ
リ
物
は
や
は
り
こ
の
『
道
中
膝
栗
毛
』
の
「
赤

坂
並
木
の
段
」
と
「
古
寺
の
段
」
以
外
に
は
殆
ど
な
い
。
し
か
し
、チ
ャ

リ
場
は
多
く
の
演
目
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
人
間
の
情
愛
を
主
題
と
し

た
義
太
夫
狂
言
に
あ
っ
て
チ
ャ
リ
場
は
、
泣
き
に
来
る
と
も
言
わ
れ
た

聴
衆
の
緊
張
を
解
き
、後
に
続
く
悲
劇
を
際
立
た
せ
る
役
割
を
演
じ
る
。

『
一
谷
嫩
軍
記
』
の
「
宝ほ

う
び
き引

」、『
生
写
朝
顔
話
』
の
「
笑
い
薬
」、『
ひ

ら
か
な
盛
衰
記
』
の
「
辻
法
印
」
な
ど
が
代
表
的
な
チ
ャ
リ
場
で
あ
る
。

二
．
説
経
節
小
論

　

説
経
節
は
、
初
期
の
仏
教
説
話
な
ど
か
ら
、
前
期
の
五
説
経
な
ど
ま
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で
、
笑
い
の
入
る
余
地
は
殆
ど
な
い
。
本ほ

ん
じ
も
の

地
物
を
源
と
し
、
業
病
、
貴

種
流
離
、
地
獄
落
ち
、
別
れ
、
発
心
、
死
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
て
民
衆

の
涙
を
誘
っ
た
前
期
説
経
節
が
廃
れ
た
の
は
、
義
太
夫
節
の
台
頭
の
所

為
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
根
底
に
は
時
代
の
変
化
、
民
衆
の
変
化
が
あ
っ

た
。
江
戸
時
代
も
百
年
程
経
て
ば
、
そ
う
し
た
テ
ー
マ
で
民
衆
を
引
き

つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。
時
代
は
、
忠
、
孝
、
義
な
ど
の
徳

目
、
そ
の
た
め
に
苦
し
み
悩
む
人
間
の
悲
劇
を
娯
楽
に
求
め
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

中
絶
を
経
て
復
活
し
た
後
期
説
経
節
も
、
五
説
経
を
放
棄
し
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
。
義
太
夫
節
の
演
目
を
大
幅
に
取
り
入
れ
る
一
方
、『
小

栗
判
官
』、『
三
荘
太
夫
』
な
ど
は
「
薩
摩
若
太
夫
直
伝
」
の
版
本
も
残

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
版
本
の
内
容
、
詞
章
は
前
期
説
経
節
の

正
本
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
先
ず
、
前
期
説
経
節
の
正
本
に
現
れ

る
「
あ
ら
い
た
わ
し
や
」、「
こ
こ
に
哀
れ
を
と
ど
め
し
は
」、「
流
涕
焦

が
れ
泣
き
に
け
る
」
と
い
っ
た
常
套
句
は
殆
ど
影
を
潜
め
て
い
る
。
次

に
、
大
量
の
加
筆
、
補
筆
、
改
変
が
見
ら
れ
る
。

　
『
小
栗
判
官
』
で
そ
の
加
筆
、
改
変
を
見
て
み
よ
う
。
加
筆
の
一
例

と
し
て
、
現
在
に
ま
で
伝
わ
る
版
本
に
は
、「
第
二
十
二
段　

買
物
の

段　

七
色
買
物　

上
・
下
」
一
段
が
加
え
ら
れ
て
い
て
（
後
期
説
経
節

の
興
る
前
に
加
え
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
）、
そ
の
他
の
加
筆
を
含
め
、

全
体
が
長
大
（
全
三
十
三
段
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

詞
章
の
改
変
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
こ
こ
で
は
、
や
は
り
『
小
栗
判

官
』
を
例
に
取
り
、
チ
ャ
リ
と
い
っ
て
も
下
ネ
タ
の
部
分
を
抜
き
出
し

て
み
る
。小
栗
判
官
が
鬼
鹿
毛
と
呼
ば
れ
る
馬
を
誉
め
る
場
面
で
あ
る
。

前
期
説
経
節
の
正
本
に
は
な
い
、
と
い
う
よ
り
あ
り
得
な
い
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。

　
「（
爪
は
丸
う
て
、
こ
し
高
く
）
物
に
よ
く
〳
〵
例
へ
な
ば
、
大
き

な
声
で
は
言
わ
れ
ぬ
が
、
あ
れ
皆
様
が
好
物
で
、
大
家
様
の
お
嫌
い

な
る
、
壷
皿
ふ
せ
た
る
ご
と
く
な
り
、
尾
は
山
中
の
大
滝
か
、
彼
方

の
峰
よ
り
此
の
沢
へ
一
度
に
ど
つ
と
落
と
す
の
は
、
白
糸
流
す
が
ご

と
く
な
り
、
こ
ヽ
に
ひ
と
つ
の
誉
め
ど
こ
ろ
、
誉
め
ら
ば
お
客
へ
無

礼
な
り
、
さ
わ
さ
り
な
が
ら
誉
め
ず
に
お
か
ば
、
あ
つ
た
ら
名
馬
、

鬼
鹿
毛
か
、
女
馬
か
男
馬
か
分
か
る
ま
へ
、
さ
あ
ら
ば
御
免
を
蒙
り

て
、
ひ
と
誉
め
誉
め
ん
」
と
小
栗
殿
、
尾
筒
に
ま
わ
り
尻
尾
を
引
ッ

た
て
、
鼻
を
つ
ま
ん
で
誉
め
ら
れ
け
る
。「
お
い
ど
の
あ
の
様
態
を

よ
く
〳
〵
物
に
例
へ
な
ば
、
さ
し
ま
牛
蒡
の
切
り
口
な
り
、
内
股
つ

く
〳
〵
見
て
あ
れ
ば
、
こ
ヽ
に
五
ッ
の
不
思
議
あ
り
、
金き

ん

と
申
せ
ど

遣
わ
れ
ず
、
玉
と
は
い
へ
ど
光
な
し
、
日
影
に
あ
れ
ど
色
黒
く
、
ぶ

ら
〳
〵
す
れ
ど
落
ち
も
せ
ず
、
袋
と
言
ふ
て
縫
い
目
は
あ
れ
ど
、
綻

び
切
れ
た
る
た
め
し
な
し
、
物
に
よ
く
〳
〵
例
へ
な
ば
、
お
茶
の
好

き
な
る
御
隠
居
様
、
薩
摩
土
瓶
の
一
チ
ば
ん
を
、
ぶ
ら
り
と
提
げ
た
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る
ご
と
く
な
り
」（『
小
栗
判
官
』「
第
九
段　

馬
誉
の
段
下
」、
仮
名

遣
い
は
可
能
な
限
り
原
文
通
り
、
一
部
原
文
の
仮
名
や
宛
字
を
分
か

り
や
す
い
漢
字
に
書
き
変
え
た
）

　

文
武
に
秀
で
た
高
位
の
若
者
、
小
栗
判
官
の
言
葉
と
は
到
底
思
わ
れ

ぬ
台
詞
で
あ
る
。
殆
ど
香
具
師
の
口
上
に
近
い
。
チ
ャ
リ
は
大
衆
の
喜

ぶ
と
こ
ろ
、
後
期
説
経
節
が
興
っ
た
頃
（
寛
政
年
間
）
以
降
そ
う
し
た

風
潮
が
江
戸
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
要
求
に
後
期
説
経
節
は
応
え

た
の
だ
ろ
う
か
、
一
定
の
人
気
を
得
た
の
も
事
実
な
ら
、
そ
の
人
気
を

急
速
に
失
っ
た
の
も
チ
ャ
リ
の
、
そ
れ
も
下
ネ
タ
が
原
因
で
あ
っ
た
の

が
事
実
だ
と
す
る
と
、
皮
肉
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
ま
た
逆
に
、

後
期
説
経
節
が
江
戸
を
離
れ
、
地
方
に
流
れ
た
後
も
、
そ
の
地
方
で
何

と
か
命
脈
を
保
ち
得
た
一
因
が
こ
う
し
た
チ
ャ
リ
に
あ
っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
。『
小
栗
判
官
』
で
は
「
器
量
競
べ
」、『
三
荘
太
夫
』
で
は
「
国

分
寺
」
な
ど
、
段
そ
の
も
の
が
チ
ャ
リ
物
と
言
え
る
（
尤
も
、
現
存
す

る
版
本
に
は
朱
が
な
く
、
台
本
と
し
て
こ
の
ま
ま
上
演
さ
れ
た
か
ど
う

か
は
不
明
で
あ
る
）。

　

詞
章
研
究
で
も
見
た
通
り
、「
赤
坂
並
木
」
も
そ
の
も
の
が
チ
ャ
リ

で
あ
り
、
元
の
新
内
節
よ
り
も
チ
ャ
リ
的
要
素
が
増
え
て
い
る
。
五
説

経
以
外
で
は
、『
日
高
川
入
相
桜
』
の
「
天
田
堤
」
が
、
元
の
義
太
夫

よ
り
も
チ
ャ
リ
掛
か
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
歌
舞
伎
役
者
名
（
岩
井
半
四
郎
）
や
義
太
夫
狂
言
の
登

場
人
物
（
白
木
屋
お
駒
）
が
出
て
く
る
（「
第
十
七
段　

浦
君
住
家
の

段
下
」）
の
は
、
当
時
の
話
題
を
取
り
入
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
、
後
期
説
経
節
は
前
期
説
経
節
の
仏
教
臭
、
暗
さ
を
払
拭

し
よ
う
と
努
め
、
良
く
も
悪
く
も
そ
れ
に
成
功
は
し
た
。
そ
の
後
、
し

か
し
、
現
在
上
演
さ
れ
る
演
目
で
チ
ャ
リ
物
、
乃
至
は
チ
ャ
リ
的
要
素

の
強
い
も
の
は
、「
赤
坂
並
木
」
と
「
天
田
堤
」
の
み
と
言
っ
て
良
い
。

こ
れ
は
、
共
演
す
る
車
人
形
や
写
し
絵
の
方
の
事
情
に
も
よ
る
が
、
聴

衆
の
層
の
変
化
、
演
者
の
選
択
に
よ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

現
在
演
じ
ら
れ
る
定
番
は
、「
赤
坂
並
木
」、「
天
田
堤
」
か
ら
「
渡

し
場
」（『
日
高
川
入
相
桜
』）
の
ほ
か
、『
小
栗
判
官
』
で
は
、
照
手
姫

が
餓
鬼
阿
弥
と
な
っ
た
小
栗
の
乗
っ
た
土
車
を
そ
れ
と
知
ら
ず
に
引
く

「
車
引
の
段
」、
本
復
し
た
小
栗
が
父
の
射
る
矢
を
両
手
と
口
で
受
け
止

め
る「
矢
取
り
の
段
」、国
主
と
な
っ
た
小
栗
が
照
手
姫
と
再
会
す
る「
対

面
の
段
」、『
三
荘
太
夫
』
で
は
、
艱
難
辛
苦
の
末
国
主
と
な
っ
た
対
王

（
厨
子
王
）
が
盲
目
と
な
っ
た
母
と
再
会
す
る
「
親
子
対
面
」、『
葛
の
葉
』

で
は
、
狐
葛
の
葉
が
我
が
子
と
別
れ
る
「
子
別
れ
」、
信
太
の
森
に
帰
っ

た
狐
葛
の
葉
が
、
追
っ
て
き
た
夫
安
倍
保
名
と
本
物
の
葛
の
葉
姫
、
そ

れ
に
我
が
子
と
終
の
別
れ
を
告
げ
る
「
二
度
の
子
別
れ
」
な
ど
で
、
前

二
者
以
外
は
チ
ャ
リ
的
要
素
は
皆
無
で
あ
る
。

　

音
曲
面
で
説
経
節
の
特
徴
を
見
る
と
、「
赤
坂
並
木
」
の
正
本
に
「
二
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上
り
浄
瑠
璃
」
と
あ
る
よ
う
に
、
何
と
言
っ
て
も
調
子
が
二
上
り
で
あ

る
点
だ
ろ
う
。
義
太
夫
節
は
基
本
的
に
本
調
子
で
あ
る
。
一
の
糸
と
二

の
糸
の
音
程
差
が
完
全
四
度
（
本
調
子
）
と
完
全
五
度
（
二
上
り
）
の

違
い
が
、
曲
調
に
現
れ
、「
本
調
子
は
本
格
的
・
男
性
的･

勇
壮
な
ど
、

二
上
り
は
陽
気
・
田
舎
風
な
ど
」（
註
７
）
と
さ
れ
る
。
前
期
説
経
節

は
勿
論
、
後
期
説
経
節
で
も
そ
の
初
期
中
期
に
、
ど
の
様
に
語
っ
た
の

か
、
三
味
線
は
ど
う
弾
い
た
の
か
は
検
証
の
し
よ
う
が
な
い
。
現
在
各

派
に
別
れ
て
い
る
説
経
節
（
註
８
）
は
派
に
よ
っ
て
語
り
方
、
三
味
線

の
奏
法
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
大
正
十
三
年
に
坪
内
逍
遥
や

三
田
村
鳶
魚
ら
に
よ
っ
て
古
い
説
経
節
を
伝
え
て
い
る
正
統
な
も
の
と

認
め
ら
れ
た
（
註
９
）
八
王
子
薩
摩
派
の
、
十
代
目
薩
摩
若
太
夫
（
内

田
総
淑
明
治
二
十
七
年
―
昭
和
五
十
九
年
）（
註
10
）
は
、
自
派
と
他

派
の
違
い
を
ど
う
見
て
い
た
か
、
そ
の
言
葉
は
注
目
に
値
す
る
。

　

小
河
内
の
説
経
と
い
う
も
の
は
非
常
に
く
ず
れ
ち
ゃ
っ
て
い
ま

す
。
説
経
の
撥
と
い
う
も
の
は
厚
い
は
ず
じ
ゃ
な
い
の
で
す
。
そ
れ

を
だ
ね
、
義
太
夫
の
撥
で
説
経
を
弾
い
て
い
る
。
で
す
か
ら
、
ま
る

で
説
経
だ
か
、
義
太
夫
だ
か
都
都
逸
だ
か
見
当
が
つ
か
な
い
よ
う
な

形
で
人
形
を
踊
ら
せ
て
い
た
ん
で
す
。（『
多
摩
文
化
』第
二
十
号「
座

談
会　

車
人
形
に
つ
い
て
」、
六
頁
）

　

七
代
目
の
ほ
う
が
義
太
夫
の
ほ
う
が
う
ま
く
て
、
そ
し
て
説
経
を

い
く
ら
か
改
良
し
た
ん
だ
と
。
そ
の
証
拠
に
は
西
多
摩
の
説
経
は
駒

が
高
い
ん
で
す
。
私
の
ほ
う
の
説
経
よ
り
も
駒
が
高
い
。
皮
へ
あ
ま

り
ぶ
っ
つ
け
な
い
ん
で
す
ね
三
味
線
を
。
で
す
か
ら
、
調
子
が
ど
う

し
て
も
高
く
い
く
ん
で
す
。
鼻
へ
抜
い
て
語
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
、

腹
語
り
ど
い
う
の
が
ち
ょ
っ
と
で
き
な
い
。
糸
は
二
あ
が
り
で
す
か

ら
同
じ
で
す
が
、
駒
が
ど
う
し
て
も
高
い
か
ら
調
子
が
違
う
よ
う
に

聞
こ
え
る
。
こ
と
ば
へ
い
く
と
非
常
に
上
手
な
ん
で
す
が
、
節
へ
い

く
と
浮
い
て
し
ま
っ
て
い
る
。（
同
、
九
頁
）

　

西
多
摩
の
は
、
俗
に
義
太
夫
説
経
と
い
つ
て
、
言
葉
が
義
太
夫
の

い
ひ
方
に
似
て
ゐ
ま
す
。
御
存
知
の
や
う
に
、
説
経
は
二
上
り
で
す

か
ら
、
言
葉
も
そ
の
や
う
に
い
ひ
ま
す
が
、
西
多
摩
の
は
、
節
が
説

経
の
通
り
二
上
り
、
言
葉
が
義
太
夫
の
ま
ね
を
し
て
本
調
子
に
な
る

の
で
す
。
台
本
は
ぜ
ん
ぜ
ん
違
ひ
ま
せ
ん
が
、
向
ふ
は
義
太
夫
の
物

を
多
く
や
り
『
小
栗
判
官
』
な
ど
ほ
と
ん
ど
や
ら
な
い
の
に
、
こ
ち

ら
が
、説
経
物
を
主
に
す
る
と
い
ふ
差
が
あ
り
ま
せ
う
。
語
り
方
を
、

西
多
摩
は
鼻
に
か
け
る
の
が
特
色
で
、
三
味
線
の
大
き
さ
も
違
ひ
、

向
ふ
は
、
皮
に
あ
て
ず
に
、
淋
し
く
弾
き
ま
す
。（『
若
松
若
太
夫
芸

談
』「
第
二
章　

伝
統
を
護
る
人
　々
（
一
）
純
粋
の
説
経
節
を
護
っ

て
」、
八
十
五
頁
）
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前
期
説
経
節
が
、
義
太
夫
節
の
台
頭
な
ど
に
よ
り
衰
退
し
、
ほ
ぼ
廃

絶
の
憂
き
目
を
見
た
後
、
再
び
興
っ
た
後
期
説
経
節
は
、
義
太
夫
節
に

対
抗
す
る
と
ま
で
は
い
か
な
く
と
も
、
義
太
夫
節
と
は
異
な
る
新
し
い

語
り
物
を
目
指
し
た
は
ず
だ
っ
た
。
そ
の
一
つ
が
義
太
夫
節
の
本
調
子

に
対
す
る
二
上
り
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
二
上
り
の
調

子
は
守
り
な
が
ら
、
次
第
に
義
太
夫
節
に
傾
い
て
い
っ
た
の
は
、
こ
れ

も
時
代
の
流
れ
だ
っ
た
の
か
。

　

右
に
引
用
し
た
十
代
目
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
る
こ
と
の
是
非

は
と
も
か
く
と
し
て
、
我
こ
そ
「
純
粋
の
説
経
節
を
護
」
る
の
だ
と
い

う
十
代
目
の
強
い
矜
恃
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
十
代
目
の
最
後

の
弟
子
、
梅
田
和
子
は
師
の
説
経
節
に
つ
い
て
次
の
様
に
証
言
し
て
い

る
。

　

内
田
氏
の
弾
き
語
り
は
、
垢
抜
け
て
都
会
的
で
あ
っ
た
。
三
味
線

や
語
り
の
一
音
一
音
が
ク
リ
ア
ー
で
あ
る
。
若
い
時
か
ら
説
経
節
一

筋
に
精
進
し
、
説
経
節
以
外
に
は
、
謡
、
義
太
夫
等
の
芸
能
は
一
切

稽
古
し
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
が
、
持
ち
前
の
音
楽
的
セ
ン
ス
で
、

本
来
鄙
び
て
野
趣
、
古
拙
の
説
経
節
を
、
上
品
で
軽
快
、
華
麗
、
し

か
も
憂
い
、
情
味
あ
る
説
経
節
に
昇
華
さ
せ
た
。
こ
の
場
合
で
も
、

あ
く
ま
で
「
説
経
節
の
基
本
は
変
え
ず
に
、
音お

ん

を
変
え
て
語
る
」
工

夫
を
心
が
け
、
終
生
そ
の
こ
と
に
腐
心
し
た
。（
中
略
）
内
田
氏
は

説
経
節
基
本
の
四
十
八
節
を
守
り
、
正
統
の
薩
摩
の
語
り
を
伝
え
る

こ
と
を
、
誇
り
と
も
使
命
と
も
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
時
代

に
合
わ
な
く
な
っ
た
古
風
の
説
経
節
を
、
古
風
を
遺
し
つ
つ
新
し
い

語
り
へ
と
セ
ン
ス
ア
ッ
プ
さ
せ
る
、
そ
の
許
容
の
程
度
に
悩
ん
で
い

た
よ
う
で
あ
る
。（
中
略
）
説
経
節
は
二
上
が
り
調
子
の
も
と
も
と

派
手
な
曲
調
で
、「
二
上
り
浄
瑠
璃
」
と
も
い
う
が
、
内
田
氏
の
軽

や
か
な
三
味
線
の
響
き
と
、
華
や
か
な
中
に
も
ど
こ
か
憂
い
の
あ
る

語
り
、
ま
た
絶
妙
な
セ
リ
フ
回
し
は
実
に
上
手
だ
っ
た
。（『
多
摩
の

あ
ゆ
み
』
八
十
号
「
十
代
目
薩
摩
若
太
夫　

内
田
総
淑
の
芸
と
そ
の

系
譜
」、
二
十
二
頁
）

　

十
代
目
は
、
五
代
目
薩
摩
若
太
夫
の
弟
子
駒
木
太
夫
の
そ
の
ま
た
弟

子
駒
和
太
夫
に
入
門
、
総
太
夫
、
駒
次
太
夫
、
四
代
目
小
若
太
夫
を
経

て
家
元
若
太
夫
を
襲
名
し
た
。
大
正
末
か
ら
昭
和
五
十
九
年
に
没
す
る

ま
で
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
地
元
は
固
よ
り
都
内
で
の
公
演
な
ど
、
長

き
に
わ
た
っ
て
活
躍
し
た
。
弾
き
語
り
を
よ
く
し
、
語
り
、
三
味
線
共

に
名
手
で
あ
っ
た
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。
幸
い
、
そ
の
録
音
が
幾
種
か

残
さ
れ
て
い
る
。
右
の
証
言
が
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
各
人
が
実

際
に
聞
い
て
判
断
し
て
貰
う
し
か
な
い
。
筆
者
に
は
、「
垢
抜
け
て
都

会
的
」
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ま
で
の
説
経
節
に
較
べ
て
と
解
釈
す
べ
き
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で
は
な
い
か
、
寧
ろ
垢
抜
け
き
ら
ず
、
都
会
的
に
な
り
き
っ
て
い
な
い

と
こ
ろ
に
魅
力
が
あ
る
様
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

　

十
代
目
か
ら
現
在
に
伝
わ
る
所
謂
薩
摩
派
説
経
節
は
、
三
味
線
に
も

特
徴
が
あ
る
。
調
子
は
、
再
三
出
て
き
た
様
に
二
上
り
で
、
例
え
詞
章

が
暗
く
て
悲
し
い
場
合
で
も
軽
や
か
で
運
び
が
早
い
（
こ
れ
が
語
り
に

も
当
然
影
響
す
る
の
は
、
十
代
目
の
言
葉
通
り
で
あ
ろ
う
）。
現
在
使

用
し
て
い
る
三
味
線
は
、
太
棹
（
一
説
に
中
棹
）
で
義
太
夫
節
仕
様
、

糸
も
義
太
夫
節
と
同
じ
物
。
駒
は
水
牛
、
義
太
夫
節
と
長
唄
の
中
間
の

高
さ
で
鉛
は
入
れ
な
い
。
撥
は
銀
杏
形
、
重
さ
、
長
さ
、
ヒ
ラ
キ
、
厚

さ
は
長
唄
並
み
、
先
は
鼈
甲
。
主
と
し
て
使
う
勘
所
は
、
他
の
音
曲
よ

り
甚
だ
少
な
く
、
現
行
文
化
譜
（
三
線
譜
と
も
い
う
。
各
糸
０
か
ら
18

ま
で
♯
と
♭
を
加
え
て
二
十
一
あ
る
）
で
言
う
と
、
三
の
糸
で
０
（
解

放
）、
１
、２
、４
、６
、８
、
10
、
12
、
二
の
糸
で
０
、１
、２
、４
、６
、一

の
糸
で
０
、１
、４
。
奏
法
は
、
弾
く
が
主
で
、
ス
ク
イ
、
ハ
ジ
キ
は
少

な
く
、
ウ
ツ
は
極
め
て
少
な
く
、
コ
キ
、
ニ
ジ
リ
、
ス
リ
は
殆
ど
な
い
。

左
手
は
、人
差
し
指
と
薬
指
し
か
用
い
な
い
（
三
味
線
音
曲
一
般
に
は
、

中
指
も
用
い
る
。
小
指
は
用
い
な
い
）。

　

薩
摩
派
説
経
節
は
、
十
代
目
が
亡
く
な
っ
た
後
（
十
一
代
目
は
そ
の

前
昭
和
五
十
六
年
に
死
去
）、
真
に
廃
絶
の
危
機
を
迎
え
た
。
そ
の
危

機
を
何
と
か
乗
り
越
え
よ
う
と
、
昭
和
六
十
一
年
、
八
王
子
に
「
説
経

節
の
会
」（
会
長
、
宮
川
孝
之
）
が
設
立
さ
れ
た
。
十
代
目
の
技
芸
伝

承
を
基
本
と
し
つ
つ
、
荒
木
繁
、
岩
崎
武
夫
、
小
澤
勝
美
、
景
山
正
隆
、

田
中
優
子
、
秋
谷
治
ら
研
究
者
を
顧
問
に
迎
え
、
説
経
節
の
研
究
、
保

存
伝
承
に
も
力
を
注
ぐ
会
で
あ
る
（
筆
者
も
三
味
線
方
、
研
究
部
員
と

し
て
参
加
し
て
い
る
）。
薩
摩
若
太
夫
の
名
跡
は
「
説
経
節
の
会
」
預

か
り
と
な
り
、
十
二
代
目
は
会
員
古
屋
要
平
（
平
成
五
年
死
去
、
追
贈
）

が
、
十
三
代
目
は
同
じ
く
渡
部
雅
彦
が
襲
名
す
る
こ
と
と
な
り
、
漸
く

多
少
と
も
明
る
い
未
来
が
開
け
そ
う
に
な
っ
た
矢
先
、
十
三
代
目
が
諸

般
の
事
情
に
よ
り
退
会
、
暗
雲
が
会
を
襲
う
。
会
が
預
か
る
も
う
一
つ

の
名
跡
、
津
賀
太
夫
の
十
一
代
目
を
、
会
員
園
部
誠
児
が
襲
名
す
る
こ

と
が
認
定
さ
れ
た
（
本
年
、
平
成
二
十
六
年
）
も
の
の
、
や
は
り
先
行

き
が
厳
し
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
薩
摩
派
説
経

節
の
保
存
伝
承
が
こ
の
会
に
掛
か
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
は
紛
れ
も
な
い

事
実
で
あ
ろ
う
。

註註
１　

�

拙
稿
「『
日
高
川
入
相
桜
』
を
巡
っ
て
―
詞
章
研
究
」
平
成

二
十
三
年
、『
人
間
環
境
論
集　

第
十
一
巻
第
一
号
』、
法
政
大

学
人
間
環
境
学
会
、「
説
経
節
の
沿
革
」
の
項
参
照

註
２　
『
邦
楽
事
典
』
１
６
８
―
９
頁

註
３　

同

註
４　
『
邦
楽
百
科
事
典
』
５
５
３
頁
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註
５　

同
８
８
０
頁

註
６　

�
拙
稿
「『
日
高
川
入
相
桜
』
を
巡
っ
て
―
詞
章
研
究
」「
説
経
節

の
沿
革
」
の
項
参
照

註
７　
『
邦
楽
百
科
事
典
』
４
９
８
頁

註
８　

�

拙
稿
「『
日
高
川
入
相
桜
』
を
巡
っ
て
―
詞
章
研
究
」「
説
経
節

の
沿
革
」
の
項
参
照

註
９　

�『
若
松
若
太
夫
芸
談
』「
第
二
章　

伝
統
を
護
る
人
　々
（
一
）

純
粋
の
説
経
節
を
護
っ
て
」、
八
十
五
頁

註
10　

�

十
代
目
薩
摩
若
太
夫
は
二
人
い
て
、も
う
一
人
は
浜
中
平
治（
明

治
三
十
五
年
―
昭
和
五
十
七
年
）、
西
多
摩
郡
大
久
野
の
人
。
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